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Idea 
 
IC カードにおけるタッチ決済は、⾞載次世代規格における ETC サービスとともに、スマー
トマネーを提案する。これらは、ID を共有し、インターネット、社会サービス、⾞載にお
けるガソリンや充電、有料道路の⽀払い、ナビゲーションとの連携における⽀払いなどを提
供する。これらはビックデータにおいて、⾃⼰データの管理閲覧を提供する。 
 
IC カードは、独⾃ ID とともに、すべての社会におけるカードサービスを標準化し提供す
る。また利⽤データの管理などとともに、統⼀ ID、デジタルパスポートとしての可能性を
提案する。 
 
これらはスマートフォンアプリケーションにおける同等スマートマネーと ID サービスと
ともに標準化したサービスを提案する。 
 
これらはすべての社会サービスとインターネットサービス、スマートホームとビジネスに
おいて統⼀ ID とスマートマネーにおいて標準化したアクセスを提供するものである。 
 
これらは銀⾏⼝座の登録とともに、デビットカードサービスを標準化して提供できると考
える。 
 
これらすべての利⽤データは、企業や販売店、利⽤者が、そのデータの⾃動管理環境をクラ
ウドサービスにおいて提供する。 
 
 
Detail 
 
新しい技術における IC カードは、⾃⼰個⼈情報のプールなど、メモリを付属し、ID とスマ
ートマネー環境を提供する。 
 
WEB とアプリケーションにおける銀⾏⼝座の登録は、⼀枚のカードですべてのカードサー
ビスの標準化を提案したいと考える。 
 
これらはすべての社会とインターネットサービスへ統⼀ ID においてアクセスすることを
提案し、スマートマネーとともに、デジタルパスポートとしての、スマートシティと IoT へ



の参加を提案したいと考える。 
 
また、スマートホームやビジネスにおける ID とデジタルパスポートは、社員管理や勤退情
報、ビジネスサービスへのパスポートとスマートマネーとしての利⽤、などすべてのサービ
スへの標準化した参加を提案できると考える。 
 
⾞載における ETC カードとして、次世代ナビゲーションにおける⽀払いサービスや、ETC
におけるガソリンや充電サービスの利⽤など、ETC における ID とスマートマネーとして
のサービス構築を可能とできるものと考える。 
 
 
マーケットと需要予測 
 
デジタル化する新しい市場へ、適切なターゲットとともに、そのサービス構築は、需要への
提供を⾏いうると考える。これらはソサエティ５、０という新しい社会における統⼀ ID と
して、スマートマネーとともに、製品とサービスの需要への事業化を提案できるものであり、
規格の参加や提案は、スマートホームソサエティ５。０などにおける統⼀したアクセスを実
現できるものである。 
 
 
利益構築と当初事業予測 
 
これらは提携とともにサービスを提案することが、製品とサービスの構築とともに、その利
益構築を実現できると考える。これらは、B to B におけるサブスクリプション的な利益環境
を整備し、事業の安定化と利益化を模索する事は⾃⼰事業内容の交差とともに可能である
と考える。 
 
 
競合と対策 
 
これらは必ず⼤⼿企業とのグローバル仕様での競合を有する事であるが、独⾃アイディア
とサービスはその可能英を提案できるものであり、需要へのサービス製品の整備において
市場への参加を要所において実現することは、市場における固定需要を期待できるもので
あり、製品サービスの将来における向上は、対等な⾃⼰事業参加を可能とできると考える。 
 
 



将来ビジョン 
 
これらはデジタル社会におけるその必要なサービスと製品の提供を、新しい現実への変化
への参加において固定した事業構築を求めるものであり、これらは新しい社会における標
準化した⾃⼰事業サービスの構築を模索することを⾏いたいと考える。 


